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「
ガ
ー
ゼ
」
ヲ
営
ア
暫
時
一勝
迫
ジ
失
血
ヲ
防
グ
ペ
ジ
、
脊
椎
弓
切
除
ヲ
終
レ
M
Y

後
硬
膜
ヲ
破
リ
ア

硬
膜
内
二
於
－
ア
後
枝
切
断
ヲ
行
ヒ
ジ
モ
ノ
ア

Y

モ
此
際
脳
脊
髄
液
流
出
ノ
鴬
メ
ニ
動
物
三
衰
弱
ジ
長
ク
飼
養
ス

Y

コ
ト
ヲ
得
ズ
、
硬
膜
外
－
一

47

後
根
ヲ
切
断

ス
グ’
コ
ト
A

人
ト
異
リ
脊
髄
紳
経
節
－
一
全
ク
無
開
係
－
一
内
側
ニ
ア
十
分
／
傍
搭
ヲ
以
ア
容
易
一
一
確
貫
－
一
識
別
ジ
ア
遂
行
ス
U
F

コ

ト
ヲ
得
且
ッ
此
方
法
－
一
ヨ

y
－
プ
動
物
A

健
全
－
一
飼
養
ジ
得
。

後
根
切
断
法
。
動
物
〈
犬
）
ノ
健
重
一
研
ニ
劉
シ
ア
一

，P
購
酸
「
毛

Y

ヒ
ネ
」
液
一
・

O
姥
ノ
割
合
－
一
注
射
シ
後
根
－
一
逮
シ
タ
Y
時
A

「
ェ
l
eプ

y
」
吸
入
麻
酔
ヲ
併
用
、
ゾ
ア
動
搭
ヲ
防
止
ス
M
F

毛
ノ
ト
ス
、
動
物
ヲ
差
上
－
一
背
ヲ
上
－
一

γ
－7
緊
縛
ジ
尾
根
部
ヨ
リ
〆
背
ノ
中
央
部
－
一
至
Y
迄
除
毛

hv
、
然
Y
後
沃
度
丁
幾
消
毒
ヲ
行
ヒ
脊
椎
上
ニ
縦
ユ
第
二
腰
椎
部
ヨ
リ
尾
根
部

－一至
Y
皮
切
ア
施
ジ
椋
朕
突
起
尖
端
－
一
達
ジ
タ
山
戸
時
A

庇
上

ヲ
蓮
、
主
主
プ
筋
膜
ヲ
縦
二
切
開
ジ
骨
膜
ア
椋
朕
突
起
ノ
南
側
－
一
一
鈍
性
一
一
魅
ジ
分
ク
、
然
Y
時
A

殆
ン
ド
出
血
ヲ
見
u
y

コ
ト
ナ
ク
線
航
突
起
ノ
基
底

－
一
建
ジ
得
可
ジ
、
H
b
H
O
H

氏
周
撃
朕
骨
錯
子
ヲ
以
－
プ
練
扶
突
起
ヲ
切
除
シ
績
イ
ア
雄
弓
ヲ
先
ヅ
議
メ
盤
ヲ
用
ヒ

ア

一
定
度
迄
破
壊
シ
、
然
が
’後

注
意
ジ
ッ
、
有
志
楕
同
撃
版
骨
甜
子
ヲ
用
ヒ
ア

一
部
分
硬
膜
－
ご
遥
ス

Y
迄
破
壊
ス

Y
時
A

其
他
A

此
部
ヨ
リ
漸
究
－
一
切
除
ス

Y

コ
ト
ヲ
得
、
最

初
ヨ
リ
ノ
「

E
氏
骨
鮒
子
ノ
ミ
ヲ
用
ア
グ
’
時
A

徒
－
フ
－
一
手
術
ヲ
遅
延
セ
シ
メ
且
ッ
失
血
ヲ
多
量
ナ
ラ
ジ
ム
、
余
A

此
方
法
－
一
ア

一
周
モ
脊
髄

ヲ
損
傷
セ
ズ
、
或
A

又
硬
膜
内
出
血
ヲ
経
験
セ
ジ
コ
ト
ナ
ク
且
ッ
出
血
最
少
ク
迅
速
且
ッ
確
貫
－
一
後
枝
一
一
連
ジ
得
タ
リ
ノ
。
斯
ク
ア
硬
膜
外
ノ
脂

肪
組
織
ヲ
分
離
ジ
後
根
ノ
切
断
－
一
移
w
y

、
後
根
ノ
識
別
A

少
ジ
ク
熟
煉
セ

Y
者
一
二
後
根
A

常
－
一
後
側
－
一
ア

9
且
ッ
灰
白
色
ヲ
呈
ス
M
Y

コ
ト
－
一

ヨ
y
－7
容
易
ニ
判
別
ス
M
F

コ
ト
ヲ
得
レ
ド
モ
鏡
子
－
一
－
プ
後
根
－
一
微
少
ノ
刺
戟
ヲ
輿
ヘ
タ
Y
ノ
ミ
ニ
ア
モ
該
根
支
配
下
筋
－
一
反
射
煙
車
ノ

牧
縮

ヲ
見
u
y

－一ヨ

y
－
ア
モ
判
定
セ
－
フ
u
y

、
薦
骨
部
－
一
至
レ
バ
漸
次
判
定
困
難
ナ
Y
ヲ
以
－
プ
此
際
「
Y

1
ペ
」
ヲ
用
プ
、
後
根
ヲ
前
枝
ヨ

y
遊
離
ス
グ
’際

エ
前
根
ノ
損
傷
ヲ
絶
封
一
一
避
ク
M
Y

震
メ
余
A

特
－
一
此
ノ
目
的
－
一
作
レ
M
F

尖
頭
細
小
ナ
Y
軍
鋭
鈎
ト
眼
科
用
瀧
子
ト
ア
用
ヒ
ア
後
根
ヲ
引
キ
上

グ
前
根
－
一
A

接
鯛
セ
ザ
－
フ
シ
ム
、
動
物
A

此
ノ
時
深
麻
醇
ノ
妹
態
ナ
ラ
ザ
Y
可
カ
ラ
．
ス。

第
二
項
動
脈
外
国
切
除
術

犬
ヲ
仰
臥
位
－
一
緊
縛
ジ
大
腿
内
側
ヨ
リ
腹
部
一
一
…
掛
ケ
除
毛
シ
沃
度
丁
幾
ヲ
以
ア
消
毒
ジ
タ
M
F

後

rz・3
氏
三
角
部
－
一
於
ア
股
動
脈
ヲ
露
出

第

品

世
品
世

F『

原

著
』J

大

i撃

一
四
七

〈
借
用
忠
弘
披

一
四
七
）



材
用
多
川
宿

F『
原

著
、回4‘

大

海

一
例
八

（
第
高官
就

一
凶
八
〉

ジ、

F
－－r
r
c
氏
ノ
法
式
－
一
従
ヒ
外
膜
剥
離
ヲ
行
プ
、
先
グ
動
脈
最
外
層
ヲ
取
リ
容
ク
所
ノ
血
管
外
鞘
ヲ
切
除
ス
、
此
際
臨
床
上
－
一
於
－
7
A
余

A

常
ェ
必
ズ
脈
管
ノ
断
械
的
牧
縮
ヲ
貫
見
シ
タ
u
y

ガ
犬
－
一
於
－
プ
A

此
ノ
現
象
著
明
ナ
ラ
ズ
、
結
イ
ア
外
膜
ヲ
剥
離
ス
、
剥
離
部
ノ
程
度
及
ピ
長

サ
ニ
A

現
今
何
等
ノ
標
準
無
キ
ヲ
以
ア
余
A

唯
自
己
ノ
臨
床
上
ノ
経
験
一
一
基
グ
キ
成
Y
可
ク
長
ク
且
ヅ
完
全
－
一
遂
行
セ
ン
コ
ト

ヲ
期
ジ
原
則

ト
シ
ア
葉
ノ
長
サ
ヲ
三
糎
ト
定
メ
タ

y
、
此
ノ
目
的
ノ
潟
メ
ユ
特
－
一
準
備
セ

Y
繊
細
ナ

Y
小
形
有
鈎
踊
子
ト
小
形
尖
忍
万
ヲ
用
ヒ
ア
全
周
囲
－
一

一
nynプ
型
ノ
如
ク
外
膜
ヲ
膜
朕
ト
ナ
ジ
ア
剥
離
ジ
然
Y
後
銑
子
ヲ
以
ア
入
念
－
一
綱
朕
繊
維
ノ
除
去
ヲ
ナ
ス
可
シ
、
此
ノ
際
血
管
壁

ハ
乾
燥
シ
来

U
Y

ヲ
以
ア
時
々
食
盟
水
一
「
ガ
ー
ゼ
」
ヲ
以
e

プ
拭
ア
時
A

残
存
繊
維
A

網
版
灰
白
色
ヲ
呈
uv
－
プ
明
ニ
目
撃
セ
ラ
レ
符
w
y

ュ
至

y
、
斯
ク
ア
筋
屠
－
一

連
シ
タ

y
ト
白
魔
セ

Y

－
一
至
ッ
ア
止
ム
、
以
上
ノ
方
法
ヲ
以
ア
ス

町戸
時
A

血
管
ノ
穿
孔
ヲ
来
タ
ス
コ
ト
殆
ド
無
ク
比
較
的
完
全
－
一
外
膜
A

切
除

セ
ラ
Y
、
不
幸
－
一

uveプ
穿
孔
ス

Y

コ
ト
ア
レ
バ
此
動
物
ア
貰
駿
－
一
使
用
セ
ズ
、
外
膜
切
除
終
日
ノ
タ
Y
後
筋
膜
ヲ
縫
合
シ
ア
血
管
ヲ
被
ヒ
然
u
y
後

皮
脂
ヲ
縫
合
ス
、
不
幸
－
一
ジ
ア
手
術
創
戚
染
ス

Y
場
合
、
炎
杭
ノ
血
管
周
囲
－
二
連
セ
U
Y

毛
ノ
A

賓
験
－
一
使
用
セ
ズ
。

外
膜
切
除
後
血
管
A

切
除
部
－
一
於
ア
鏑
張
ス
M
F

ヲ
見
Y

ヨ
ト
多
シ
、
術
ホ
動
脈
外
膜
切
除
ヲ
施
サ
v

u

F

側
－
一
封
シ
ア
モ
軍

－一
股
動
脈
－
一
連

ス
U
F

ノ
ミ
ノ
手
術
ヲ
行
ヒ
置
ク
モ
ノ
ト
ス
。

第

三

項

採

血

準

備

手

術

第
一
項
及
第
二
項
ノ
手
術
ヲ
施
ジ
一
定
期
間
ヲ
経
タ
Y
動
物
ヲ
「
ク
レ
タ
シ
」
麻
酔
ノ
下
－
一
仰
臥
セ
シ
ム
、
麻
酔
量
A

陸
重
一
好
－
一
劃
ジ
ア

一
・
五
乃
至
二
・

O
瓦
ノ
割
合
－
一
－
ア
皮
下
注
射
ヲ
行
フ
、
下
腹
部
及
大
腿
部
ヲ
除
毛
後
沃
度
丁
幾
ノ
消
毒
ヲ
ナ
ジ
股
静
脈
及
ピ
大
蕎
薮
静
脈
分

枝
部
ヲ
露
出
シ
、
大
蕎
桜
静
脈
ヲ
末
端
－
一
向
ヅ
ア
遊
離
ジ
股
静
脈
分
枝
部
ヲ
去
Y
約
三
糎
／
距
離
－
一
於
ア
之
レ
ヲ
結
紫
シ
結
晶
県
部
ト
分
枝
部
ト

ノ
間
ノ
枝
静
脈
ヲ
悉
ク
結
紫
シ
次
イ
デ
大
蕎
被
静
脈
前
壁
－
一
ア
分
枝
部
ヨ
リ
約
一
一
拠
ノ
所
－
一
「
ピ
ペ
ッ
ト
」
掃
入
／
小
孔
ヲ
作

y
又
分
校
部
ヨ

y
約
一
一
糎
中
心
端
－
一
ア
股
静
脈
ノ
後
周
ヲ
廻

p
eプ
小
繰
ヲ
通
ズ
、
郎
チ
此
緑
ヲ
上
－
一
牽
引
ス
レ
バ
静
脈
／
血
流
A

止
？
u
y

可
U
J

、
以
上
／
手
術

ヲ
南
側
－
｛
施
ジ
タ
u
y
後
採
血
－
一
移

y
。

第

三

節

検

査

宵

港



前
項
ノ
採
血
準
備
手
術
ヲ
終

p
タ
M
F

後
作
－
フ
レ
タ
Y
大
蕎
葎
静
脈
ノ
小
孔
ヨ

9
此
ノ
目
的
／
矯
メ
ニ
作
－フ

レ
タ
M
F

「
ピ
ペ
ッ
ト
」
ヲ
掃
入
シ

業
ノ
尖
端
ガ
股
静
脈
内
二
堤
ジ
タ
M
F

瞬
間
股
静
脈
後
周
二
掛
ケ
タ
Y
小
綿
ヲ
引
キ
上
グ
M
F

時
A

股
静
脈
／
血
流
A

止
マ
リ
ア
全
血
液
A

「
ピ
ペ

ッ
ト
」
内
－
一
逆
流
ジ
来
Y

ヲ
以
－
ア
「
ピ
ペ
ッ
ト
」
ノ
目
盛
十
分
ノ
一
括
毎
－
一
「
キ
モ
グ
－
フ
フ
イ
オ
ン
」
－
一
一
刻
ミ
叉
A

時
計
ヲ
以

47
0
・
玉
耗
又
A

一・

O
沌
／
流
速
ヲ
測
定
ス
、
「
キ
毛
グ
ラ
ア
イ
オ
ン
」
一
一
A

同
時
－
一
秒
的
時
間
ヲ
描
寓
ス
。

此
ノ
検
査
法
ヲ
行
フ
際
注
意
ス
可
キ
事
項
A

採
血
時
動
物
A

深
麻
酔
－
一
陥

p
絶
封
－
一
動
揺
ス
U

F

3

ト
ナ
カ
ラ
ジ
メ
南
側
下
肢
ノ
緊
縛
ヲ
解

ク
モ
ノ
ト
ス
、
採
血
時
ノ
動
物
ノ
姿
勢
A

左
右
相
封
ナ
ラ
ジ
メ
、
「
ピ
ペ
ッ
ト
」
ノ
尖
端
関
口
部
ノ
方
向
ヲ
常
－
二
定
－
一
保
チ
絶
封
－
一
血
管
壁
－
一

接
鯛
ス

Y

コ
ト
ナ
カ
ラ
ジ
メ
且
ヅ
「
ピ
ペ
ッ
ト
」
ヲ
水
平
日
一
保
ツ
ペ
ジ
、
同
一
貫
験
－
二
必
ラ
ズ
同
一
「
ピ
ペ
ッ
ト
」
ア
使
用
ス

Y

コ
ト
、
ス
、

此
つ
ピ
ペ
ッ
ト
」
A

一
回
採
血
毎
－
一
二
・

O
%’

F
2
3
5』
3
2
E
液
－
一
－
ア
洗
株
シ
管
内
ニ
号
一
清
潔
一
一
課
シ
置
ク
コ
ト
、
ス
、
攻
回
／
採
血

ト
ノ
間
隔

A
一
定
時
間
（
凡
三
十
分
内
外
）
ヲ

mmク
、
余

A

7
0
托
ノ
目
盛
ヲ
施
コ
セ
Y
細
長
ノ
ピ
ペ
ッ
ト
ヲ
使
用
シ
居
レ
リ
、
街
ホ
此
他

－
一
宵
験
時
A

成
Y
可
ク
室
混
ア
一
定
二
保
チ
鱒
温
ノ
下
降
ヲ
防
グ
質
験
中
血
流
ノ
著
シ
ク
遅
延
ジ
来
Y
場
合
－
二
生
理
的
食
醸
水
ノ
皮
下
注

射
ヲ
行
ヒ
一
定
時
間
後
再
ピ
貫
験
ジ
向
快
復
セ
ザ
レ
バ
中
止
ス
。

第

二

章

橡

備

賓

験

貰
験
本
論
－
一
入
w
y

ニ
先
ダ
チ
劃
照
ト
ジ
ア
行
へ
M
F

健
常
勤
物
下
肢
流
血
最
、
股
動
脈
外
悶
切
除
後
下
肢
流
血
量
及
ピ
脊
髄
後
根
切
断
後
下
肢

流
血
量
ノ
測
定
結
果
ヲ
左
ュ
記
載
ス
可
シ
。

健
常
動
物
左
右
下
肢
流
血
量
（
一
分
時
）
測
定
ノ
結
果
A

衣
表
ニ
示
ス
ガ
如
ジ
、
，

m
A雨
側
ノ
差
ヲ
流
血
量
少
量
ナ
Y
側
二
比
較
ジ
ア
算
出

シ
タ
Y

毛
ノ
ナ

9
、
＋
ノ
レ
ド
爾
後
ノ
質
験
－
一
於
－
7
A
基
準
側
－
一
比
較
ジ
ア

μ
ヲ
算
出
ス
。

第
一
例

A最
大

0
・
五
二
二
耗
、
第
二
例

A
最
大

0
・
八
八
六
拓
、
第
三
例

A
最
大

0
・
七
八
九
括
、
第
四
例

A
最
大

0
・
五
括
ノ
洗
血
量
ノ

差

Z
不
ス
、
之
レ
ヲ
各
賞
駿
例
ノ
流
血
量
－
一
比
較
シ
葉
ノ
百
分
比
ヲ
求
ム
レ
バ
第
一
例
ノ
入
・
七
最
十
八
ト
ナ
Y

コ
ト
ヲ
知

ν
y
、
此
ノ
八
・
七
M
Y

／
差
異
A

葦
シ
健
常
動
物
－
一
於
ケ
M
F

左
、
右
下
肢

一
一
分
時
統
血
量
ノ
差
異
及
ピ
余
ノ
検
査
－
一
一
於
ケ
Y
質
験
誤
差
ガ
算
入
セ
ラ
レ
タ
Y
最
大
差
宰

信
用
参

A
t

,.., 
原

著

大

i宰

一
四
九

（
第
脅
抽
蜘

一
凶
九
〉
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表

一分間流血泣（路）

6.186 I O.OG:3（右＋）I

:'>.7G7 j 0.233（左＋）；

G.5~2 I 0.522（左＋〉

800庖
• 

寅験犬♀第一例

差左右温（室温）惚

6.123 36.。5ぐ（眠；2つ℃）

6.000 

6.000 

3G. 05C(32°C) 

:36. 0 5C(31°C) 

29/VII 

4.:JO 

5.00 

H寺

4.00 

大

海

差

0.3GG（右＋〉 2.50 

G.79 

表第

一
五

O

（
第
豪
放

一
五

O）

一分間流山．量（採）

時

4.17 

0. 

0. 

表

一分間流血量（銘）

% 

0. 

0.88G（省＋）

14.G34 

13.044 

一分間続血母（姥）

時分i飽崎温） ｜ 右 左 差 ラ4

11.00 35.。8C(30，。OC) 15.789 15.000 il.789（右＋） 5.26 

11.30 35.。8C(30.00C) 15.000 15.000 。 0. 

12.00 33.08C(30.。OC) 15.000 15.000 。 0. 

12,30 35. 0 SC(30.' OC) 15.000 14.333 0.667（右＋） 4.6.5 
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表五• 
一分間涜血盆（Jlf;)

時分｜健崎船 ｜右｜左｜ 差 ｜% 
勺~OI :J5.0ii(('.l<J.05l) j 10.71'.l ! 11叶0.:J99(;;tt+) J_ :J.72 

Leriche氏手術（右側I) 3時終了

午3後.00I 35.05C(29.05り 8.372 9.375 0.803（左＋） 8.57 

3.30 35. 05C(29九 C) 7.895 10.000 2.105（左＋） 21.05 

2.50 36. 02C(30. 0(H.) 8.108 10.000 1.892（左＋） 18.92 

4；；リ 36.'2C(30. 00C) 6.8 ! 8 6.667 0店 1（右＋） 2.26 

5.00 36.。2C(30.00C) 6.000 7.317 1.317（左＋） 17.73 

5.30 36. 02C(30. 00C) 10.345 9.678 0.667（右＋） 6.89 

6.00 37. 00C(28.<0C) 5.769 6.667 0.898（左＋） 13.47 

6.:JO :J7.C OC(28. 00C) 8.072 10.000 1.928（左＋） 19.28 

7.00. :J7.' OC(28. 00C) 6.524 6.318 0.206（右＋） 3.26 

7.30 37.。3C(27.00l) 8.824 10.000 l.17G；、左＋） 11.76 

8.00 37.<3f(27.00C) 6.667 8.824 2.157（左＋） 24.44 

8.35 37.03C(27.' OC) 6.977 7.500 0.523（友＋） 6.97 

9.00 37.。8C(26.00C) 7.500 7.500 0 0 

9.30 37.08C(26.00C) 7.895 7.500 0.395（右＋） 5.27 

10.00 07.'i>q26.00C) 8.072 7.500 0.572（有＋） 7.63 

10.40 37.0i;l(26.00C) 10.345 ~1.375 0.970（右＋） 10.34 

4／午V前Ill 

8.00 :J9.。5C(26.00C) 11.538 10.000 1.538（右＋） 15.38 

8.so R9.08C(26.'lO) s泊 4 7.317 1.507（布＋） 20.59 

8.00庖1主験犬 t術直後例第ー例3/VIII 
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）
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第 六表

術直後実験犬 ♀ 7.50庖一分間流血盟主（施）

時分 右 友 差 % 

午1前1 I 37.' 1C(29.00C) I 川 1吋＋） I 5.71 
Leriche午後氏（手術）左側午後1時終了

午1後.00 27.ζ5C(29月 C) 18.181 18.750 0.569（左＋） 3.13 

2.00 37.<1C(30.。OCJ 20.000 15.7.-9 4.211（右十） 21.06 

2.30 37. 01C(30.00C) 14.285 15.789 1.504（左＋） 10.53 

3.00 37.。1C(30.。OC) 20.689 17.143 3.546（右＋） 17.14 

5.00 37.。5C(29.05C) 19.750 17.143 2.607（左十） 15.21 

5.30 37.' 5C（~9.。5C) 20.000 23.077 3.077（左＋〉 15.39 

6.00 37.'7C(29.。OC) 15.789 18.750 2.961（左＋） 18.i;) 

第二例4べ’III

表

500庖 一分間流血量（施）

時分｜也温（室温〉［柿）｜ 左 差 % 

午11.前00 36.00C(28.。OC) 7.894 6.()76 0.918（右＋） 13.16 

11.20 39.02C(28.。OC) 8.570 6.667 1.903（右＋） 28.54 

11.40 36.。5C(28°.0C) 13.333 11.538 1.795（右＋） 15.56 

11.50 36.。5C(28.。OC) 11.538 9.375 2.163（右＋） 23.07 

午12後.30 36.'5C(28.。OC) 12目。。。 10.000 2.000（右＋） 20.00 

第七

術後3日 貨験犬 t第三例6/VIII 

五表

8.00庖一分間派血量（犯〉

第

術後5日

（
第
t
E措
蜘

一
五
二
〉

，、
資験犬 t

時分 ｜惚 温（室船i附） l 左 差 % 

午11前.30 37.05C'(30.00C) 15.000 13.636 1.364（右＋） 10.00 

12.00 日7.05t'(30.00C) 16.216 12.500 3.716（布＋） 29.7:.l 

午12後.30 37.。5G(:i0.ζOC) 14.634 12.500 2.134（右＋） 17.07 

1.10 37. 07C(31.。OC) 14.634 11.111 3.52:J（右ト） 31.71 

1.50 37. 07C(31. 00C) 17.143 14.285 2.858（右け 20.01 

2.20 37.00C(32.ζOC) 18.181 14.285 3.896（右＋） 27.27 

第四例13/VIII 



表丸第

一分間流血量（括）

時分 ｜飽温（室温） ｜右（術）｜ 左 差 % 

午前
0s. 0occs2. 0oc) I 10 00 5.181 4.615 0.566（右＋）

10.30 38.。OC(32.。OC) 4.912 4.285 0.627（右↓） 14.63 

11.00 38.。OC(32.。OC) 5.170 4.544 0.631（右＋） 13.86 

11.40 3c；，。OC(32.。2C) 4.421 4.000 0.421 （右＋） 10.52 

表十第

一分間流l仇量（施）

時分 ｜鐙混（翻）｜右（術 左 差 % 

午10前・oo 36. 02C(30. c OC) 13.333 12.00~ 1.333（右＋） 11.11 

10.30 36.02C(30.。OC) 13.048 11.764 1.284：右＋） 10.91 

10.50 36.04C(30.。5C) 12.500 10.909 1.091（右＋） 10.00 

11.20 36. 0 4C(30. c 5C) 10.345 9.375 0.970（右＋） 10.35 

12.00 36.05C(31.00C) 10.168 8,955 1.213（右＋） 13.54 
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一分間流血：量（立の

時分 1組温（室船 ｜ 右 左 差 % 

午11前.00 35.' 8C(30. 00C) 15.384 15.000 0.384（右＋） 2.56 

11.10 35. 08C(30. 00C) 15.000 14.333 0.667（右＋） 4.65 

脊髄後根切断術（お側）

午1後30 31;. 00C(30. 00C) 9.678 9.375 0.303（右＋） 3.23 

2.00 36.cOC(30.。OC) 13.666 12.000 1.333（省＋） 11.11 

2.30 36.00C(30.。OC) 8.571 8.333 0.238（右＋） 2.86 

3.00 36. r OC( 30.' OCう 9.246 8.457 0.789（右＋） 9.33 

3.30 36.'0C(30.。OC) 13.333 13.954 0.621（左＋） 4.39 

4.00 36.。OC(30.。O<;) 9.678 9.678 。 。
• 5.00 36.。OC(30.。OC) 8.571 8.000 0.571（右＋） 7.14 

5.30 36.00C(30.。OC) 7.059 8.457 1.398（左＋） 16.53 

6.00 36.00C(29.。OC) 5.128 5.882 0.754（左＋） 12.82 

7.00 36.'0C(29.。OC) 6.667 7.059 0.392（左＋） 5.55 

8.00 36.00C(29.。OC) 5.172 6.000 0,828（左＋） 13.60 

8.30 36. 00C(29. 00C) 5.455 6.818 1却 3（左＋） 19.99 

9.00 36.00C(29.。OC) 6.667 8.000 1.333（左＋） 16.66 

術直後例資験犬 t5.50庖
16/VIJ.I 脊髄後根切断（右側）

第一例

貸験

16/VIII 

16/VllI 



第 ＋ ー 表一

第
第二例術直後例賓験犬♀ 8.00庇

多 29/VII 笈験 29/VII 脊儲後娘切断（右側） 一分間流血量（路〉
埼量

時分i惚 温（室温）｜ 右 左 差 % 
F原園、

牛生後曲 l｜ ；婦。5C(32.00C) 6.123 6.186 0.0臼（左＋） I I.02 
、善圃＆

4.30 36. 05C(32. 00C) 6.000 5.769 0.231（右＋〉 4.00 

大
事f館後根切断I術（右側）

津 5.00 :Ji. rocc:;2.。OC) 7.059 川 3.059（右＋） 76.48 

5.30 ::7.00C(32.。OC) 6.667 4.444 ; 2.223（右＋） 50.02 

G.00 37 c OC:(32. c OC) 5.455 4.879 0.576（右＋） ll.81 

6.30 1 :Ji.<OC(:l2.00C) i.500 6.522 0.978（右＋） 15.07 

'i.00 日7.。3C(32.00C) 8.571 6.667 1.904（右け 28.56 

7.30 ::;.c ；~（＇（3ヨ。OC) 6.667 6.315 0.352（右＋） ；》’．・・〉’7 

8.00 37. 03C(31.。OC) 6.000 5.6GO 0.340（右＋） 6.01 

8.30 37.03C(31.cOC) 5.000 5.1/5 I 0.}75（左＋） 3.38 

9.00 :ri.0:x:c：・n.。OC) 4.912 .).175 0.263（左＋〉 5.08 

6.30 37.' 3C(31.。OC) 6.000 6.000 。 。
10.00 37. 03C(3J.C OC可） 6.667 7.500 O.R：：：・；（左＋〉 11.11 

五
五

（
第
考
掛
踊

五
五
〉

〔詮〕 第一例及第二例ノ術直後例＝於テハ先ヅ保血準備手術及ピ後根露出i乞ノ

手術7行ヒ然ノレ後賞験＝入Jレ

第 ＋ 表

第三勿J術後三日例 寅験犬舎 G.50庖

24/VII 貸験 22/VII 脊髄後根切断（右側） 一分間流血量（路）

時分 ｜怯汲f室温） I右側 ｜ 左 差

午2後.00I 36. 00C(29. 00C) 12.241 白川 I3.5nc左け 22.47 

2.30 36.。OC(29.coc) l:J.OH 16.667 3.623（左＋〉 21.74 

300 36.00C(30.。OC) 12.000 12.000 。 。
::.:w 36. 00C(30 'OC) 12.500 13.044 0.544（左＋） 4.17 

4.00 36,05C(30.。OC) 12.000 13.044 l.044（左＋） 8.00 

4.ao ::6, 05C(30. c OC) 10.000 13.333 ．；ぷ：：；(l;:＋ふ 24.99 

5.00 36.' 5C(30. 00C) 10.000 10.909 0.909（左＋） 8.33 

5.30 :111. 0 5C(30.。OC) 11.539 15.000 3.4Gl（左＋） 23.0マ

6.00 36. 05l'(30.。OC) 10.000 10.909 0.909（左＋） 8.33 

6.30 ::n °5Ct29.00C）・ 9.231 13.333 4.102（左＋） 30.77 



第＋回表

第四例術後ヨ'i.日例 貸験犬 t 5.00庖

30/VII 貸験 251¥' 11 脊髄後校切断（左側〉 一分間流血珪（犯）

空一回一；7差 ］ ラ4
12.00 I s1.2℃（33.0°C) 
午後｜
2.50 I 37.2°C(330°C) 

3.20 I 36.6。C(33.0°C)

11.143 I 15.000 I 2.143（右＋）

10.000 I 1.142 I 2.s5sc右＋）

8.955 I 6.521 I 2.434（右＋）

12.50 

28.58 

27.18 
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．． 

。。凋包

5.4541 3.123（右＋）

s.10::: I 2.2町右＋）
:¥G..l.J 

::K.28 

第＋五表

第五例術後一週例 貸験犬 t 1¥.00庖

22/VII 貸験 15/VII 脊髄後根切断（左側） 一分間流血量（粍）

時分1憾汲（室温〉 ｜ 右
午後 ｜ ｜ 
6.00 I 3i.0°C(28.0内C)I • 9. ~＼／；） 

1三！？こしーと __I_.竺－
T
A

。d

n

u

a品
Z

A
U

向。

n

v

A
り’z－－ 

、B
ノ、‘ノ

c
c
 

。

。
ハ
リ
ハ
リ

。。のろ

のム

O
A

rs

、
rs

、

c
c
 

o

，
 

n
v
A
V
 

円

t

勾
d

η
ο
o
o
 

A
U
A
U
 

η
ο
A
U
 

c
u
n
d
 
7.30 I :11.ooc’（叩oo<'.) 9.091 I 0.2S4（右＋） 日白乃!J.:17;) 

第＋穴表

第六例術後二週例 貸験犬 t 5.50延

20/VII 寅験 6/VII 脊髄後根切断r（左側） 一分間背任血量（括）

時分 右 ｜左（術） ｜ 主主 ？五

午2後.00 36.0。C(30.0。C) 4.32う 4.285 0.244（右＋） 日39

2.30 36.0°C(80.0‘C) 5.769 .).769 。 。
3.00 36.2。C(30.0°C) .'i.181 5.000 0.181（右＋） 3,49 

3.30 36.2°C(30.0。C) 5.263 1.79 5.357 ' 0.094（左＋）

4.00 36.2°C(30.0°C) 5.173 判。089(;#+) 1.72 

第
多
品
位

【
原
著
】

大

津

玄
六

〈
第
菅
磁

ヨ王
ム
ハ
〉



表セ＋ 第

6.50庖賓験犬 T術後三週例第七伊j

一分間流血量（銘）

時計櫨滋（劉） I 右 差 % 

午2後.10 36.2°C〔32.0°C) 20.000 20.000 。 。
2.40 36.2°C(32.0°C) 20.689 20.000 0.689（右＋） 3.33 

:1.10 36.2°C(32.0°C) 17.143 16.901 0.242（右＋） 1.41 

3.40 36.2°C(32.。。C) 15.386 15.000 0.386（右＋〉 2.51 

4.10 日G.2°ccs2.0°c) 14.286 15.000 0.714（左＋） 4.99 

5.00 36.2°C(32.0。C) 22.642 24.000 1.358（左＋） 5.fl9 

5.30 36.2°C(32.0。C) 14.286 13.956 0.330（右＋） 2.31 

6.00 日ι似て；l'.l.no<)I rn.956 14.636 0.680（左＋） 4.87 

脊髄後根切断（左側）6/VII 賓験27 /VII 
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第 ＋ J¥ 表

第
18/VII 第一例 Leriche氏手術直後 資験犬 t 8.50延

参 r 1~~vn 脊髄後根切断（除爾（飢II)側
1{fr 18/VII 賞験（1 VII 股動脈外膜切 左）

Leriche手術前 一分間涜血量（立8)

F原『

｜時計一割） I 右 左 主主 % 

L著.... 
午4後.30 :Jl.5°C(30.0CC.') 

5ぺ0.172（右＋） I 3.44 
4.40 3i.5’C(30.0。C) 6 383 6.000 0.383（右＋） 6.38 

大

湾 同術後 (Leriche氏手術（左側）5時30分終了〉

6.00 :Ji.5°C(29.。。C) 6.383 6.000 0.383（右＋） 6.00 

6.30 :J7.5°C(29.0。じ） 7.500 7.500 0. 0. 

7.20 :J7.5。C(29.0。C) 5.882 5.660 0.222（右＋） 3.77 

8.00 :J/.80し（2!J.0°C) 4.225 4.054 0.171 （右＋） 4.05 

!J.00 37 .~°C(2!J.O。C) 5.555 fi.454 0.101（右＋） 1.82 

10.00 37.8°C(28.5°C) 4.544 4.615 0.071 （左＋） 1.56 

11.00 ::i.K0 （守（~8.5 ＇℃） 4.255 4.317 0.062（左＋〉 1.46 

五
九

（
柑
即
占
伝
競

五
九
）

第＋丸表

31/VII 第二例 Leriche氏手術後3日 資験犬♀ 6.30庖

叩II 貸験｛~~~~i~ 荒E議禁z普綾裂占1
一分問1荒血量（立0

時分｜惚淑（室温） I右（術） I 左 差 ラ4

午前
38.5°C(32.0 C) I 1.47 11.00 8.823 8.955 0.132（左＋）

11.30 38.5。C(32.0'C) 1 8.696 8.889 0.193（左＋） 2.17 

12.00 38.5'' ((:J~.O "C) i Uの33.,け S.570 0.237（左＋） 2.77 
午後

： ：.~ . ，5 ° c(:;2.u0c) J 1.00 6.521 6.667 0.146（左＋） 2.19 

1.30 38.5°C(32.。。C) 7.500 7.500 。 。

1.40 ；：吋ゲC(:J2.0。（！） 8.000 8.219 0.219（友＋） 2.66 



第 ＋表

1/VIII 第三例 Leriche氏手術後7日 貨験犬 t5.50庖

1/VIII 賞験、I~4/YH 脊備後根切断（雨側）
L25/VrI 股動脈外膜切除（左領g)

一分間流血量。。

時分｜憾温働｜ 右 l左側） ！ 差 ラ4

午11前.oo 37.2°C(29.0°C) 15.000 5.26 

11.30 37.2 C(29.0°C) 15.384 15.000 0.384（右＋） 2.49 
午後
1.00 15.000 H.2ぬ 0.715（右＋） 4.77 

1.10 37.l。C(30.0'C) 13.636 13.048 0.588（右＋〉 4.31 

1.25 37.l °C(30.0。C)1 13.048 13.333 0.285（左＋） 2.18 

1,40 37.l' C(30.0°C) 12.000 11.538 0.462（右＋） 3.85 

2.30 37.5°C(31.0°C) 13.048 13.636 0.588 4.51 

2.50 37.5°C(31川 12.000 12.000 。 。
3.30 37.2°C(31.0‘l') I5.384 14.6::-1 i 0.750 4.87 

第二＋ー表

2/VIII 第問例 Leriche氏手術後14日 寅験犬 t 6 50延

2ハ＇Ill 貧験 H~~~n：事鰐話器使：fulj)
一分間流血量（姥）

時分 右 差 ノ。0／ 

午11前.30 3o.0°C(;}0.0°C) 14.634 J-t21j5 0.349（右＋） 2.4.5 

12.00 36.9。C(30.0°C) 13.953 J::.333 0.620（右＋） 4.45 

午12後.30 36.0°C(30.0°C) 15.000 14.634 0.3(:6（右＋） 2A4 

11.05 36.0°C(30.0°C) 15.000 15.000 。 。
1.20 36.0°C(30.5°C) 17.fi47 17.647 。 。
1.30 36.0°C(31 0。C) 14.285 14.265 0 。
2.00 36.0。C(31.0。C) 10.900 川 0.1ゆ） 1.54 
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第二＋三表

6/VIII 第一例 1を験犬♀ 5.50砥

6/VIH 寅験.1::¥'Ill 脊股髄動脈1長外膜切除（右側）
第

ヲ 参

概
L 6/VIII 根切断（雨側） 考書

括
一分間続血量CliO

ジ

時分 ｜健温（室ω ｜布（術） ｜プ 2五 差 % F原「

究 午前 司豊表第 11.30 36.0’C(2i:i.O崎仁） 9.375 2.GJ;J（右ート） 23.07 、ー
ヲニ 午後

得項
12.10 36.0°C(28.0。C) 12.000 10.000 2.000（右＋） 20.00 

脊館後根切断術（雨側）
大

所
湧

見 3.30 37 .0°C(29.0。C) 9守375 8.823 0.552（右＋） 6.26 

4.00 37.0°C(29.。。C) 7.'272 7.500 0.228（左け 3.04 

概 430 37.0 C（ヨn.OC) 7.895 7.500 0.395（お＋） 5.27 

5.00 37.川竹lH")I 8.570 ::;. Hヨ；； 0.253（左＋） 2.87 

括

第二＋図表 ， 
13/VIlI 第ニ例 賞験犬 t 7.55延

1 3/Vlll 蹴｛1~序ni 喜重要~~~務官『
一分間疏血量（姥）

時分｜僅混（室船 左 差 % 

午後
1.35 37.5°C(30.0‘C) 17.143 14.汁2.8ゆ）｜ 20守02

1.40 37.5。C(30.0°C) 18.181 15.000 3日 1（右＋） 21.21 

脊髄後枝切断術（雨側）

320 37.5°C(33.。。C) 14.634 0.349（左＋）
，占、
一一

3.30 37.5。C(33.。。C) 15.789 15.7$9 。 。
3.40 37.5。C(33.0°C) 11.320 10.909 0.411（右＋） 〆ヘ

3.50 38.0°C(33.0'・C) 12.000 12.978 0.978（左＋） 7.54 第
査

4.00 38.0°C(33.0°C) 12.978 0.478（左＋） 3 68 昔話

4.10 38.0, C(33.0。り 12.978 12.97時 。 。
4.20 38.2ごC(32.0°C) 12.978 13.333 0.355（左＋） 2.66 

4.JO 38.2。C(32.0。C') 12.000 13.048 1.0-lS（左＋） A，、-
一

4.40 38.2°C(32.0。ι〉 12.000 12.000 。 、一、J

4.50 3S.2°C(32.0°C) 12,000 1:¥.0. 1メ . 1.048（左＋） 8.0J 

5.00 制内畑町l12.000 。
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第 表
.... ，、＋ 

軸
帰
・
参
品
世

5.50庖賞験犬 T第一例20;VH 

脊髄後根切断（左側）
股動脈外膜切除（左側）

資験｛ 6/VU 
"¥ 20/VII 

20/Vl[ 

F『

原

司書
、－’

大

深

一
六
四

第
三
貴
輪

第
一
項

－
側
脊
髄
後
根
切
断
後
間
側
股
勤
服
外
園
切
除
＝
ヨ
ル
下
肢
流
血
量

動

物

質

輪

例

一分間消血量（苅）

時分 ｜健温（劉）｜ 右
｜左側 i ヨ皇 % 

午2後.00 38.0。C(30.0°C) 10・526 10.714 0.188（左＋） 1.79 

2.35 38.0°C(30.0°C) 10.345 10168 0.177（右＋） 1.71 

股'll!JJ脈外膜切除（左仮rj)

4.00 38.0°C(29.0。C) 7.500 7.317 0.183（右＋） 2.44 

4.30 38.0°C(29.0°U) 8.823 8.333 0.490（右＋） 5.55 

5.30 38.0°C(29.。。C) 10.345 10.000 0.345（右＋） 3.33 

6.00 38.0°C(29.0。C) 6.000 6.521 0.521（友＋〉 8.68 

7.00 38.0°C(28.0，＜‘） 7.532 7.792 0.260（左＋） il.45 

9.00 3可，O。C(28.0°C) 10.02日 10.IGS 0.358（右＋） 3.40 

2午1／：前.:: 
39.5°C(27.0°C) 3 846 3.797 0.049（右＋） 1.21 

10.00 39.5°C(27.0°C) 6.667 6.521 0.146（右＋） 2.19 

11.00 39.5°0(27.。「ぐ） 5.000 5.282 0.282（左＋） 5.64 

12.00 39.5。0(27.0、（） 5.941 5.882 0.059（左＋） 0.99 

午後 生理的食糧水 ggg1［路注射

2.00 39.5°0(29.。。C) 9.836 6.39 

3.00 39.5°0(29.。。C) 3.987 3. 047 0. 04.0（右＋） l.00 

（
第
較
措蜘

一
大
四
〉



第二＋七

寅験犬 T 6.50庖

賞験j9/VII 脊髄後根切断（左側）
l26/V江股動脈外膜切除（左側）午後六時

一分間疏血量（路）

表

第二例

'.ll/VII 

27/VII 

時計穂郡室齢 右 （左側）｜ 差 ヲ4

午2後.30 37.0°C(32.。。C) 7.143 7.143 。 。
3.00 37.0°C(32.0°C l 7.317 7.500 0.183（左＋） 2.50 

4.30 ss.2°C(33.o。C) 6.896 7.318 0.422（左＋） 6.10 

5.00 38.2°C'(33.0。C) 6.818 7.318 0.500（左＋〉 7.33 

5,30 38.2°C(32.0°じ） 10.714 10.527 0.187（右＋） 1.75 

6.00 38.2°C(32.0。C) 7.500 7.500 。 。

第

二

項

所

以
上
ノ
賞
駿
例
ヲ
概
括
シ
究
表
ヲ
得

見
い
パ
概

第
参
品
位

F『
l1i. 

事E
』d

大

津

第ニ＋八

貸験犬 t 6.30庖

資験｛g~~ii ：：鱗勝儀！~IJ)
一分間流血量（銘）

表

第三例

22/VII 
23/VlI 

23/VIl 

括

時分穂郡劉） I 右 ［酬）｜ 差 % 

午6後.00 ::11.5°（て280°(") ! 9.375 8.108 l.267（右＋） 13.51 

6引 ~G.~o（附C')l 10.345 8.571 1.7'jcl（右＋） 17.16 

23/VII 股動脈外膜切除（左側）

午11.前30 36.0°C(30.0°C) 6.122 5.000 1.122（右＋） 18.33 

12.00 36.0つC(30.。。C) 6.381 5.357 1.024（右＋〉 16.05 

12.30 36.0°C(30.。。C) 7.500 6.381 1.119（右＋） 14.92 

1.00 36.0。C(30.0。C) 3.263 3.000 0部 3（右＋〉 8.06 

生理的食堕＊500銘注射

3.00 38.0°C(32.0°C) 6叫 1.1明←） 14.92 

一
穴
五
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五
〉



借
用
多
品
世

F『

原

著

大

津百島

＋ 

~ 

対1十

一
六
六

（第
を
競

一
ム
ハ
ム
ハ
）

一

十

一

母
索
、
千
溶
岩
努
慾

一

塁
濁
九
可
干
潟
岱
索
隊

一
回世田同学
湾
当
努

一
戸
立
宮
出
塁

一

I
l
l
I
l
l
i－
－

－

一

－

－
v
i
ll
i－
－
－
－

一
霊
京
日
常

一

博

己
淳

一

史

論

）

一

次

一

陣

（
8

一

次

一
言

｜

立

言

一

＝

一
C

】缶
詰
了
。

－
0
2
3
｜
つお二

。s
L

2

一一
閣

由

一

区

一
｜

｜

一
ow

l
－－g
o
一
5

1

4

・8

同
門
は
戸
｜
ド
LL
H
Uじ
い
は
け
に
比
け
は
に
h
Hは

第
一
例
及
第
二
例
A

後
棋
切
断
後
日
ア
経
過
シ
後
根
切
断
－
一
因
ス
グ
’血
流
ノ
獲
化
ヲ
認
メ
ザ
U
Y

毛
／
、
第
三
例
A

後
根
切
断
後
八
日
目
ニ
ジ

同告

型車

2室

叫ヰ回、

3皇

ミ寄

[l 

2室

ミ寄

Ill 

主主

ァ
、
前
ホ
流
血
量
ノ
減
少
ヲ
示
ス
モ
ノ
ナ

y
、
コ
レ
等
－
ニ
賀
川V
，
y
動
脈
外
国
切
除
術
ア
施
コ
ジ
術
直
後
ヨ

y
翌
日
迄
（
二
十
四
時
間
迄
）
ノ
流
血

量
ヲ
測
定
シ

H5
・E
Z
氏
手
術
後
本
手
術
濁
特
ノ
流
血
量
減
少
動
揺
及
増
加
ノ
賦
態
ヲ
検
査
セ

9
、
然
Y

ニ
第
一
例
毛
第
二
例
主
貰
験
誤
差

範
園
以
上
ノ
差
ヲ
生
ゼ
ズ
、
第
三
例
A

動
脈
外
国
切
除
前
ノ
流
血
量
減
少
ノ
程
度
術
後
ト
縫
化
ナ
シ
、
卸
チ
本
賓
験
ニ
ヨ
リ
ノ
ア
モ
亦
『
下
肢
反

め
酌
遮
齢
ム
一
戸
川
知
子
砂
合
一
一
於
戸
川
勝
動
脈
外
骨
蜘
除
術
後
沈
血
量
船
少
、
動
扮
（
恥
市
払
w
u
r
p）
、
ル
プ
中
相
川
ヲ
貯
y
ヨ
ト
能
A
A
r

』
ト
日
フ

コ
ト
ヲ
得
。

第
四
賓
駿
－
側
脊
髄
後
根
切
除
後
南
側
股
動
脈
外
国
切
除
Z
ヨ
ル
流
血
量

以
上
諸
質
験
A

何
グ
レ
毛
脊
髄
後
根
ヲ
切
断
セ
Y

側
『一
股
動
脈
外
国
切
除
ガ
施
ナ
レ
タ
9
、
本
質
験
－
一
於
ア
A

健
側
ニ
モ
股
動
脈
外
国
切

除
ヲ
施
ジ
コ
レ
ヲ
後
枝
切
断
側
ト
比
較
調
照
ス
可
シ
、
果
シ
ア
健
側

一一
於
ア
「
王
立
H
G

氏
手
術
後
／
流
血
量
獲
化
ノ
現
象
ガ
規
則
的
－
一
起
y

ヵ
、
後
根
切
断
側
ニ
向
型
化
起
ラ
ザ
Y

カ
ヲ
測
定
ジ
タ

y
。

第
一
項
動
物
質
醸
成
績

〔詮〕

－
貨
験
動
物
ノ
閥
係
－
－
テ
後
根
切
断
ノ
時
ト
店
員
験
／
時
ト
ヲ
一
定
期
間
二
整
理
シ
一

テ
行
7

コ
ト
ヲ
得
ザ
日
シ
4

鴛
メ
ユ
後
根
切
断
後
ノ
血
油
削
減
少
／
結
果
ト
岡
、
血
？

一

ト 百・

貸 Z
験再

日手
F 術
ヲ ノ
封位

同菓
てト
：合
員併
験シ
成手

管成
，続
考竺

慮現
ーノ、
ザ レ
Jレ”

？？ 
ズ敏
後
根
切
断
ノ

時



第三十表
第一例術直後例 1霊験犬♀ 6.80庖
I/III 笈験~ 21/11 脊髄後筏切断（左側）

l I/III 股動脈匁膜切除（雨側）
一分間流血量（銘）

I/III 

第
参
品
位

予4差左右

A
W
U
 

A
V
 

ハu
d

d
告

時分｜健濫働
午後｜ I 
2.00 I 36.0 C(l3.0°C) I 

F『

原

11.57 
蕃
"'--' 

股動脈タト膜切除術（雨側）3時終了

1.61 0.071（右十）4.341 4.412 33.0。C(12.5°()3.30 
大

14.27 0.535（左＋〉

0.471 （左＋〉

4.285 3.750 33.0°C(12.5°C) 3.50 

海

13.35 4.000 3.529 33.0°C(J2.5cC) 5.00 

12.49 0.482（左＋）

0.471 （左ム）

4.341 3.859 34.0°C(11.5°C) 5.30 

13.35 4.000 3.529 34.0。C(ll.5°C)6.00 

第三十一表
19／第二例術後2日例 寅験犬 t 7.00J!L 

1卯笈験n~m ；鵡級協「俵~~U)
一分間流血盆（鈍）

分｜
午後 ｜ 
5.0U I 3~.0℃（12.0’ C) 

ラ4差左（術）右混（室溜〉強時

48 03 2.058（右＋〉2.227 4.285 

39.75 1.754（右＋〉2.658 

2.112 

4.412 37.5°C(ll.。。C)5.20 

35.49 1.162（右＋）3.274 38.0°C(I2.。。C)5.40 

第三十ニ表
第三例術後5日例 fr験犬♀ 6.50庖
5/II宅資験 r29/I 脊髄後枝切院rrr左側）

l 3111 股動脈外膜切除（雨飼U)
一分間流血量、路）

浪（室温） ！ 右 ！ 

5/IJ 

一
六
七

（
第
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競

ラ4差1-i:（術）飽時
一
六
七
） 33.33 1.444（布＋）2.889 4.333 28.0°C(I 2.5°C) 

37.29 1.416（右＋）2.381 3.797 2s.0°cc12.o。C)510 

36.77 1.491 c右「）2.5fi』4.055 2s.0°C(11.0°c) 5.30 
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第三＋三表

術後8日例 寅験犬 t 7.00庖

賞験~20/Il 脊髄後根切断（左側）
l14.II 股動脈外戚切除（側側）

一分間流Ifil；量（路）

第四例

22/II 

22/II 

F『
原予4差左（術）右混（室温）盤分日寺

司E........ 16.09 1.638（右＋）8.544 10.182 36.0。C(l2.0。C)
平面
3.00 

24.75 1.909（右＋）5.805 7.714 36.0。C(12.0。C)4.00 

大32.11 1.827（右＋）3.857 5.684 36.2。C(l2.5。C)4.30 

海

第三＋四表

術後12日例 貸験犬 t 6.75延

貧験e11r脊髄後根切断（左償0
"¥.31/I 股動脈外膜切除（爾側）

一分間流血最（姥〉

第五例

Y
E
A
 

Y
E
A
 

／
 

噌

E
A1
 

11/II 

% 差左（術）右

19.26 0.781（右＋）3.274 4.055 

23.80 0.833（右＋）2.667 3.500 

26.74 0.9313（右＋）2.564 3.500 

35.0。C(ll.0°C)I 

35.0。C(ll.O'C) j 

35.0°C(l l.0°C) I 

温（室温）燈時

午前
11.00 

11.30 

12.00 

第三＋五衰

術後23日例 賞験犬♀ 15.00託

笈験 ·~il;ii ~＝鱗錦繍：J~uo
一分間流血量（銘）

一
六
八

第六例!)/HI 

（
借
用
車
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競
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六
八
〉

9/III 

右 左 差 % 

午4後.00 36 2°C(l3.問 l 4.21() 0却 2（左＋） 9.39 

4.30 36.2 'C(l 3 5°C) 3.:;.w :J.750 0.006（右＋） 2.49 

5.00 36.2°C(l3.5°C) 4.6包7 4 285 0.402（右＋） 8.58 

5.30 36.0。C(13.0°C) 5.000 5.000 。 。



六表

表〕

資 験 例 IL氏術後哨管制 差（路） % 

第 一 例 直後 8 0.071-0.535 1.61 14.27 

第 ー 例 1 2 1.162-2.058 35.4¥l-48.03 ‘ーー

第 例 5 7 1.416-1.491 33.33-37.29 

第 凶 例 8 2 1.638-1.909 16 09-32.14 

第 五． 例 11 24 0.781-0.936 19.26-26.74 

1存 ム，、 伊j 23 16 。－0.402 。－ 9.3日
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、

又

r－H
戸m
r
u司
氏
A

知
莞
紳
経
ノ
求
心
性
侍
達
ガ
紳
経
細
胞
－
一
達
セ
ズ
ジ
ア
其
反
射
郎
血
管
慌
張
ガ
末
梢
－
一
起
Y
ノ
事
貫
ヨ
リ
軸
索
反
射

（ン

g
z
f

巾

2
2）
ナ
Y
恨
設
ヲ
創
意
セ

y
。

第
参
品
世

F園、

原

箸
L」

大

1寧

一
七

（
第
を
波

一
七
一
〉



第
参
此
世

F『

原

箸
』4

大

一
七
二
〉

軍事

一
七

（第
去
就

斯
ノ
加
ク
論
ジ
来
タ
レ
バ
血
管
慌
張
紳
絞
ト
知
費
紳
鰹
ト
A

業
神
経
繊
緋
ガ
金
ク
同
一
紳
経
繊
維
ナ

グ
ヤ
否
ヤ
A

暫
ク
別
問
題
ト
ジ
ア
南

者
A

極
メ
ア
密
接
ナ
u
y

関
係
寧
ロ
殆
ン
ド
同
一
径
路
ヲ
取
Y

コ
ト
モ
推
知
ス
Y

－
一
難
カ
ラ
ズ
。

今
川間
ヅ
ア
植
物
性
紳
純
系
ノ
原
則
ヲ
見
Y

ニ
交
戚
神
経
系
ト
副
交
戚
神
経
系
ト
A

立
ュ
措
抗
作
用
ヲ
有
ジ
二

方
ガ
促
進
乃
至
牧
縮
性
一
一
作

用
ス
M
F

ナ
レ
バ
他
方
A

抑
制
乃
至
披
張
性
－
－
作
用
ス
U
F

モ
ノ
ユ
ジ
ア
其
作
用
能
力
A

常
－
一
緊
張
性
－
一
作
用
ジ
－
プ

雨
者
ノ
カ
相
侠
ッ

ア
卒
ヲ
行

保
持
ス

Y

ヲ
以
－
プ
原
則
ト
ナ
ス
、
勿
論
病
的
ノ
際
A

除
外
例
ト
シ
ア
雨
者
共
－
一
興
奮
朕
態
一一
置
カ

y

、
ガ
如
キ
場
合
毛
存
在
シ
得
M
Y

ナ
リノ
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、
、

前
述
先
輩
諸
氏
ガ
逃
ペ

タ
w
y

如
ク
か
骨
髄
後
根
中
日
一
血
管
蹟
張
紳
経
ガ
存
在
ス
Y

モ
／
ト
椴
定
ス
山
戸
時
A

恰
モ
腹
部
交
戚
紳
経
節
朕
索
ヲ
切

、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、

除
ス

Y
時
A

血
管
牧
縮
性
緊
張
ノ
消
失
シ
－
プ
下
肢
血
管
ノ
競
技
ス
M
F

ガ
如
ク
、
後
枚
切
断
後
前
者
ト
反
劃
－
一
下
肢
血
管
ノ
牧
縮
ヲ
来
ス

可
キ
筈

ナ
y
、
然
U
Y

ニ
斯
ノ
如
キ
質
験
的
読
明
ヲ
施
ジ
タ
Y

モ
ノ
余
ノ
寡
聞
ニ
ジ
ア
知
－
フ
ザ
Y
所
ナ
リ
。

然
w
y

ニ
余
ノ
質
験
－
一
於
ア
後
根
切
断
後
、
下
肢
血
流
ヲ
測
定
セ
U
F

ュ
切
断
直
後
暫
時
血
流
ノ
増
量
ヲ
見
Y

モ
銃
二
二
時
間
後
ヨ

7
漸
究
減
少

、
、
、
、
、

．、

、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ジ
始
メ
ア
切
断
後
五
日
目
－
二
最
大
減
少
ヲ
示
セ

y
、
此
事
質
－
一
於
ア
切
断
直
後
ノ
増
量

A
F
V
一
号
及
其
他
ノ
諸
氏
ノ
質
験
－
一
炉
、
ヶ
Y

ガ
如

、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ク
切
断
ナ
Y

機
械
的
刺
戟
－
一
ヨ
Y

末
梢
血
管
ノ
横
張
ト
見
倣
ス
可
ク
、
衣
デ
起

y
来
タ
Y
下
肢
血
統
ノ
持
績
性
ノ
減
少
A

後
根
－
一
存
在
ス
Y
血

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、

管
横
張
紳
経
ノ
緊
張
性
作
用
ノ
消
失
セ
Y
鴬
メ
其
措
抗
者
タ
w
y

血
管
牧
縮
神
経
ノ
ミ
ノ
作
用
現
A

レ
タ
M
F

自
然
ノ
結
果
ニ

シ
ア
、
久
シ
ク
懸
案

、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、

タ
リ
ジ
待
髄
後
根
内
ニ
血
管
瞭
張
紳
鰹
ノ
存
在
ノ
有
無
－
一
関
シ
ア
確
質
ナ
u
y

貫
験
的
諮
明
ヲ
輿
ヘ

タ
M
Y

モ
ノ
ト
言
A

ず
Y

可
カ
－
フ
ズ
。

然

ν
ド
モ
人
或
士
一
一
一口
A

Y

、
脊
髄
後
根
－
一
血
管
牧
縮
紳
経
－
一
抑
制
的
作
用
ヲ
有
ス
Y

繊
維
ア
リ
ノ
其
繊
維
ノ
遮
断
ノ
結
果
血
管
牧
縮
ヲ
起
シ
来

、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
．
、

b
y
y
hF

U
Y

ナ
y

ト
、
之
毛
亦
一
理
ア
Y
如
キ
モ

F
Z
Z
氏
wu
J

ノ
切
断
後
其
末
梢
端
ノ
刺
戟
－
一
ヨ
リ
ア
血
管
ノ
掠
張
ヲ
来
タ
ス
コ

ト
、
、
余
f

、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
．
、
、
、
、
．
、
、
、
．
、
、
、
、
、
．
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

買
験
－
一
一
於
－
プ
切
断
後
持
績
的
ノ
血
管
牧
縮
ヲ
来
ス
、
此
二
ツ
ノ
現
象
ァ
封
照
考
察
ス
U
F

時
A

脊
髄
後
根
ノ
中
－
一
A

血
管
慌
張
紳
鰹
ノ
存
在
ス

y

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

コ
ト
A

最
早
ヤ
否
ミ
難
キ
事
質
ナ

y
。

借
ピ
ユ
口
Z
氏
手
術
後
血
流
増
加
ノ
本
態
－
－
閥
シ
ア
動
脈
外
膜
ガ
切
除
セ
ラ

y
、
－
一
際
シ
血
管
牧
縮
神
経
（
交
戚
紳
鰹
）
ガ
末
梢
－
一
至
u
y

迄
金

々
業
連
絡
ヲ
遮
断
セ
ク
ur

、
毛
ノ
ト
A

解
剖
皐
上
考
へ
能
A

ザ
w
F

所－
一
ジ
ア
交
戚
紳
経
A

一
部
分
A

腹
部
交
戚
神
経
節
扶
索
ヨ

9
大
動
脈
ζ



分
布
セ
Y
繊
維
ガ
蓮
績
的
－
一
動
脈
ノ
末
梢

一一
至
Y

毛
ノ
、
加
キ
モ
其
大
部
分
A

脊
髄
神
経
ト
並
ハ
エ
走
行
ジ
ア
部
分
、
部
分

一一
於
ア
断
裁
的
ニ
血

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、

管
ニ
分
布
セ
M
F

ヲ
以
ア
、
動
脈
ノ
一
局
部
ヲ
切
除
ジ
タ
リ
ノ
ト
雄
末
梢
－
一
至
Y
蓮
絡
ヲ
遮
断
ジ
能
A

ず
Y

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
知
魔
神
経
繊
維
及
ピ
其

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
‘
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

措
抗
作
用
ヲ
有
ス

Y
血
管
慌
張
神
経
繊
維
モ
亦
同
等
程
度
－
一
一
切
除
セ

ラ
Y
可
キ
筈
ナ

y
、
故
一
一
血
管
股
縮
作
用
能
力
ノ
低
下
ニ
葉
原
因
ヲ
附
シ

、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

能
A
ザ
Y

A
容
易
－
一
理
解
シ
得
－
フ
M
F

・
所
ナ
η
ノ。

血
管
ノ
知
由
党
紳
鰹
支
配
ノ
存
在
ス

Y

コ
ト
A

銃
二
先
輩
諸
氏
ノ
承
認
ス
グ
’所
－
一
シ
ア
唯
某
左
行
ガ
蓮
鰻
的
（
E
Cニ
玄
関
氏
ザ
J
E－－－
E
）
ナ
リ

ャ
、
断
械
的
（ロロロ
ロ
定
氏
及
ピ

C
門戸2
・2
と
氏
）
ナ

y
ヤ
ユ
就
ア
論
議
セ
ラ
レ
タ
U
Y

毛
近
時
ヲ
＝
z
－－
2

5

5一
呉
氏
等
－
一
ヨ

9
－
プ
断
裁
的
ナ
Y

ヨ
ト
立
讃
セ
ラ
レ
又
余
ノ
賞
験
－
一
一
於
－
プ
毛
同
様
ノ
結
果
－
一
到
達
セ

y
（
後
日
後
表
）
。

斯
ノ
加
ク
末
梢
血
管
－
一
求
心
性
知
覚
侍
遠
道
ノ
存
在
ス

Y
以
上

A
E
H・
rz氏
手
術
後
ノ
血
管
瞭
張
現
象
モ
求
心
性
ナ
グ
コ
ト
モ
容
易
－
一
考

へ
浮
プ
所
一
一
シ
ア
既
－
一

T
E
Z
d‘
氏
A
之
ヲ
諜
言
シ
ピ

gu
氏
A
脊
髄
神
経
反
射
作
用
ナ

y
ト
云
ヒ
円
h
Y
E
P
－
】
ロ
氏
A
交
戚
紳
鰹
反
射
作

、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

用
ユ
ヨ
M
F

モ
ノ
ナ

y
ト
云
へ

Y

モ
何
レ
モ
確
固
タ
Y
賓
験
的
読
明
ヲ
快
如
セ
9
、
然
グ
ニ
余
ノ
貫
験
－
一
於
－
ア
前
以
e

プ
脊
髄
後
根
ヲ
切
断
ス

Y
時

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

A
f－－一
口一－d
氏
手
術
ヲ
施
ス
ト
雌
血
流
ノ
増
加
ヲ
見
ズ
又
」
ヒユロ一
5
氏
手
術
ヲ
施
シ
ア
蹴
－
一
血
流
ノ
増
加
ヲ
来
タ
セ
M
Y

モ
ノ
ニ

同
側
ノ
脊
髄
後

、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

根
ヲ
切
断
ス

Y
時
A
忽
チ
血
統
ノ
増
加
A
減
少
シ
ア
常
態
－
一
復
ス

Y
事
貫
A
明
カ
ニ
求
心
性
反
射
道
ノ
遮
断
－
一
ヨ
η
ノ
ア
起
Y

コ
ト
ヲ
物
語
山
戸

、．、．、．、．

モ
ノ
ナ

y
。

而
・
シ
ア
是
等
ノ
反
射
成
立
ノ
因
ヲ
成
ス
モ
ノ

A
E
5・
2
氏
－
一
ヨ
レ
バ
術
後
手
術
部
ノ
動
脈
壁
周
囲
－
一
起
Y
再
生
現
象

gm
ニ
ジ
ア
絶
ヘ
ズ
求
心
性
繊
維
ヲ
刺
戟
シ
ア
血
管
ノ
慌
張
ヲ
来
タ
ス
モ
此
再
生
現
象
ノ
停
止
ス

Y

ニ
及
ピ
ア
又
血
管
破
張
作
用
モ
停
止
ス

ト
設
ケ
ソ
、
此
恨
説
A

臨
床
的
並
－
一
質
験
的
血
管
掠
張
期
間
限
定
ス

Y

コ
ト
、
符
節
ヲ
合
致
ス

Y
ガ
如
シ
。

H
－
α
Y
P
ロザ件－
4
2・
J
F
P
3・ぬ

然
ヌ
バ
余
ノ
貫
験
－
一
於
－
ア
後
根
切
除
後
『
E
・5
7e
手
術
ヲ
施
ジ
－
プ
血
流
ノ
増
加
ヲ
来
タ
サ
r
y
A
反
射
作
用

－一
非
－
フ
ズ
ジ
ア
銃
二
血
管
破
張

紳
経
ガ
切
断
セ
ラ

ν
居
u
y

ヲ
以
ア
血
管
ノ
競
技
ヲ
来
タ
ナ

v
y
ジ
モ
ノ
ト
モ
一
見
考
ヘ
ラ
w
y

、
所
ナ
Y

毛
巧
守
口
一

g
r
c
g』
ι
氏
ノ
行
へ

Y
如

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
．
、

ク
既
一
一
血
管
瞭
張
ノ
止
ミ
タ
Y
後
夏
－
一
再
ピ
「
ι三
三
5
氏
手
術
ヲ
行
プ
時
A

後
又
敷
週
三
旦
y
eプ
血
管
ノ
慌
張
ヲ
起
ス
コ
ト
A

余
モ
亦
臨
床
例

借
用
品
世
品
位

F『

原

箸
』」

大

深

一
七
三

（

第

申向車
時
臨

一
七
三
〉



僻
部
品
少
A
せ

F『

原

著
....... 

大

i隼

一
七
四

一
七
凶
）

（

第
高
乱
時
踊

－
一
屡
々
経
験
シ
タ
Y
所
一
ジ
’
7
斯
ノ
加
キ
事
賓
A
血
管
慌
張
神
経
ノ
作
用
ノ
ミ
－
一
－
7
A

到
底
説
明
シ
能
A
ザ
M
F

所
ニ
ジ
ア
求
心
性
刺
戟
ガ
脊

髄
－
二
博
逮
セ
ラ
レ
直
接
血
管
憤
張
神
経
ヲ
刺
戟
充
奮
セ
シ
メ
タ
w
F

毛
J

ト
理
解
ス

Y
ヲ
最
モ
妥
営
ト
ナ
ス
。

結

論

叙
上
ノ
貫
験
成
績
－
一
ヨ

y
失
ノ
結
論
－
一
達
ス
。

一
、
第
三
腰
椎
ヨ

y
第
二
薦
骨
椎
ユ
至
Y
脊
髄
後
根
ヲ
切
断
ス

Y
時
A

切
断
側
下
肢
流
血
量
A

切
断
後
一
時
的
増
量
ヲ
見
Y
毛、
二
時
間
後
ヨ

リ
ノ
漸
次
減
少
ジ
始
メ
切
断
後
五
日
目
ニ
A

最
大
－
一
達
ス
、
業
後
漸
究
減
少
ノ
度
ヲ
減
ク
二
！
三
週
後
－
二
常
態
－
一
復
ス
モ
ノ
ナ

y
。

此
事
寅
λ

切
断
ナ
M
F

機
械
的
刺
戟
－
一
因
ス
M
Y

一
次
的
末
梢
血
管
撰
張
二
次
的
後
根
中
血
管
瞭
張
神
経
ノ
緊
張
性
消
失
－
一
ヨ
M
F

毛
ノ
ト
理
解

ス
ペ
ク
、
久
シ
ク
懸
案
タ

y
ジ
脊
髄
後
根
中
－
一
血
管
瞭
張
紳
経
ノ
存
在
ノ
有
無
ニ
開
シ
ア
確
質
ナ
Y
賞
験
的
読
明
司
／
奥
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ナ
η
ノ。

一
一
、
第
三
腰
椎
ヨ

y
第
二
薦
骨
椎
－
一
至
Y
脊
髄
後
根
ヲ
前
以
－
ア
切
断
ジ
反
射
路
ア
遮
断
シ
置
ク
時
A

股
動
脈
－
一

F
e・E
Z氏
手
術
ヲ
施
ス
ト
雄

血
流
ノ
増
加
ヲ
見
ズ
、
又
環
メ

F
E口
宮
氏
手
術
ヲ
施
シ
ア
銃
－
一
血
流
ノ
増
加
ヲ
来
タ
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於
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that 
time, 
a
n
d
 
after 
t
w
o
 or 
three 
w
e
e
k
s
 n
o
 differen・ce 

w
a
s
 noticed 

in 
resr-ect 
of t
h
e
 blood-flow 

b
e
t
w
e
e
n
 t
h
e
 
o
p
e
r
a
t
e
d
 

.and 
the 
other 
side. 
It 
m
u
s
t
 
b
e
 
u
n
d
ι
r
s
t
o
o
d
 
that 
this 
fact 
is 
d
u
e
 
to 
the 
p
r
i
m
a
r
y
 
peripheral 

vasodilation 
b
y
 
t
h
e
 

m
e
c
h
a
n
i
c
a
l
 
stimulation 

of 
cutting, 

a
n
d
 the 
s
e
c
o
n
d
a
r
y
 
d
e
c
a
y
 
of the 
p
r
i
m
a
r
y
 
e
x
c
i
t
e
m
e
n
t
 of the 
vasodilater 

fibres 
in 
t
h
e
 

pst
ピ
rior
roots, 
s
o
 
that 
I
 could 
e
x
p
e
r
i
m
e
n
t
a
l
l
y
 
clearly 
testify 
o
n
 the 
l
o
n
g
 
discussed 

question 
of 
the 
existence 

of 
t
h
e
 

vasodilater 
fibres 
in 
the 
posterior 

roots. 

2
.
 
T
h
o
u
g
h
 
the 
L
e
r
i
c
h
e
 
Periarterial 

S
y
m
p
a
t
h
e
c
t
o
m
y
 
w
a
s
 
p
e
r
f
o
r
m
e
d
 
o
n
 t
h
e
 
femoral 
a1tery, 
n
o
 difference 

of t
h
e
 

b
l
o
o
d
－日
o
w
w
a
s
 o
b
s
e
r
v
e
d
 
in 
the 
h
i
n
d
 
limb, 
w
h
e
n
 the 
reflex 
p
a
t
h
 
h
a
d
 peviously 

b
e
e
n
 shut 
off 
b
y
 
cutting 
the 
posterior 

roots f
r
o
m
 the third 

l
u
m
b
a
r
 to 
the 
s
e
c
o
n
d
 
sacral 
n
e
r
v
e
.
 O
n
 t
h
e
 
other 
hand, 
e
v
e
n
 
w
h
e
n
 the 
increase 

in 
t
h
e
 blood-flow 

h
a
d
 alre

~tdy 
b
e
e
n
 
o
b
s
e
r
v
e
d
 
b
y
 the 
L
e
r
i
c
h
e
 
Operation, 

the 
blood-flow 

b
e
g
a
n
 
s
u
d
d
e
n
l
y
 
to 
slacken 

b
y
 
the 
shutting 

off 

o
f
 
the 
reflex 
p
a
t
h
 
of 
the 
s
a
m
e
 
side 
a
n
d
 
returned 

to 
the 
n
o
r
m
a
l
 
state
.
 It 
c
a
n
 b
e
 c
o
n
c
l
u
d
e
d
 
clearly 
f
r
o
m
 
this 
result 

that 
a
n
 increase 

in 
the 
blood-flow 

after 
the 
L
e
r
i
c
h
e
 
O
p
e
r
a
t
i
o
n
 
is 
a
丘
er
all 
of a
 centripetal 

natur. 

3. 
F
o
r
 
six 
h
o
u
r
s
 
after 
the 
L
毛
riche
Operation, 

w
h
i
c
h
 w
a
s
 p
e
r
f
o
r
m
e
d
 
o
n
 the 
w
h
o
l
e
 circumference 

of the 
femoral 

artery 
to 
the 
e
x
t
e
n
t
 
of 
3
 cm., 
the 
writer 
f
o
u
n
d
 
the 
velocity 

of 
the 
blood-flow 

v
aci
ll
ati
n
g
 
all 
the 
t
i
m
e
 
a
 little, 
b
u
t
 

generally 
spe
aki
ng, 
there 
w
a
s
 
a
 g
r
a
d
u
a
l
 decrease 

of 
the 
blood-flow

.
 F
r
o
m
 the 
sixth 
h
o
u
r
 
after 
the 
operation 

the 

blood-flow 
b
e
g
a
n
 to 
increase 

a
n
d
 
r
e
a
c
h
e
d
 
the 
m
a
x
i
m
u
m
む
n
the 
fifth 
day, 
but 
t
h
e
n
c
e
 
this 
increase 

b
e
g
a
n
 
a
g
a
i
n
 

g
r
a
d
u
a
l
l
y
 
to 
diminish, 

a
n
d
 o
n
 the 
twenty-first 

d
a
y
 after 
the 
operation 

the 
extent 
of 
the 
increase 

e
x
t
r
e
m
e
l
y
 small. 

(
A
uther
’己
report.)
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